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波多診療室の概要
歴史
・昭和26年（1951年）開所。74年目
・当初は「掛合町国保波多診療所」。
・令和元年（2019年）雲南市立病院の附属診療所となる

診療科
・総合診療科（月２回）

1日平均患者数
・総合診療科 4～5名

病床数
・なし（無床診療所）

職員数
• 医師1名、看護師1名 医療事務1名（掛合診療所と兼務）



雲南市立病院

掛合診療所

波多診療室

立地



雲南市立病院
外来４００人
入院２８１床

掛合診療所
外来
２０人

波多
診療室
外来
８人/月20ｋｍ

30分
10ｋｍ
20分

30ｋｍ
50分

波多診療室は遠い！

同じ雲南市内なのに・・・



•雲南市立病院

• 雲南市立病院附属掛合診療所

• 雲南市立病院附属掛合診療所附属波多出張診療所

利用者減による波多出張診療所消滅の危機

•雲南市立病院

• 雲南市立病院附属掛合診療所

利用者 30人/月 → 8人/月

• 波多診療室（俗称） 医療提供体制を維持



波多診療所

②建物老朽化
築70年以上

③電子カルテ更新時期
当時の電子カルテ保守2024

年に終了
病院と同じ電子カルテ導入

すると1,300万円

①人口減少
５年間で▲13.3％
・全国▲0.7％
・島根県▲3.3％
・雲南市▲7.8％

）

5年前（2020年頃）の状況

三重苦(-_-;)



①人口減少

・波多地区 113世帯 235名

【診療日】
令和3年1月まで月4回
令和3年1月～ 月2回



②建物老朽化
建築年次不明。築70年以上。
（当時の中学校の宿直室を移築したとか・・・）

雨漏りこそないが、柱という柱が傾き、冬は診察室に雪が
吹き込む状態。
倒壊しないのが不思議なぐらい・・



②建物老朽化

隣接の公民館でリフォーム工事の話あり。
それに乗っかりたい！

↓
市の担当と協議開始。
2部屋ぐらいを診療所として使いたい・・

↓
2部屋分のリフォーム700万円は病院で負担してください
と・・・

↓
月8人に700万円は(-_-;)

↓

「健康相談室」として、全額市が整備。
月2回だけ「波多診療室」として掛合診療所が借用する。

オンライン診療を行うことにより、国の補助金「デジタル
田園都市国家構想交付金」を交付決定。市と病院で
WIN-WIN！

知恵その1

知恵その2

知恵その3



③電子カルテ更新時期

当時使用していた電子カルテ
Innternet Explorerのサポート終了のため2026年でサポー
ト終了。

見積依頼したら、こんな金額が出てきた！
月に8人の患者でこの金額！



そういえば病院にこんな端末があったぞ。

訪問看護、訪問診療のモバイル電子カルテ。
これで掛合診療所と共通の電子カルテが使用でき
る！

電子カルテ更新費用ゼロ円！

③電子カルテ更新時期

知恵その4



巡回診療への切り替え
そういえば、民間の診療所を引き取り、巡回診療に切り
替えた実例があった。

↓

保健所に相談してみよう。

↓

「継続的、反復的に行われるものは巡回診療ではないと
いう解釈になっていますが、地域の実情等もあるので、
確認してみます」

↓

厚労省医政局まで問い合わせてもらい、なんと結果 巡
回診療でOKと！（今までの診療所は廃止）

至誠天に通ず 知恵その5



•なんだかんだありましたが、無事引っ越し

結局病院で負担した費用はゼロ円でした。

引っ越し作業も職員でやりました。

知恵その6





ｵﾝﾗｲﾝ診療もやってます



まとめ

1.公民館リフォームに併せた移転による、経費節減効率
化。

2.診療所を廃止、巡回診療移行による、柔軟な医療の提
供

3.オンライン診療導入による、貴重な医療資源の活用。

窮すれば通ず！


